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図 55 富士山域の法規制図 ２ 



                                             (第９章 行動計画の策定・実施 一部抜粋)

イ）景観保全に関する条例の制定 

○ 実施主体 

山梨県 

○ 概要 

山梨県は、構成資産内又は緩衝地帯内において、一定規模以上の建築物・工作物の新築・

増築等の事業を行おうとする事業者に対し、事業のできるだけ早い段階で事業の実施による

景観への影響の予測・評価を行い、その結果に対する山梨県知事の意見を勘案しつつ事業

計画を策定する手続を求める条例を制定した。景観への影響の予測・評価及び事業計画に対

する評価を行うに当たっては、世界遺産・景観分野等の専門知識を有する学識経験者から成

る専門委員会を設置する。 

なお、2013 年（平成 25 年）イコモス評価書（ICOMOS evaluations books – Fujisan (Japan) 

No.1418）において、厳格な開発制御が必要とされた富士五湖の湖岸の区域において実施さ

れる建築物の新築及び増築の事業については、現行の景観保全制度上許容される範囲内の

事業であっても手続の対象とする。 

○工程 
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区分 短期（実施済） 中期 長期 

2013 2014 2015 2016 2017 
年度 2018（H30）以降 

(H25) (H26) (H27) (H28) (H29) 

      

制度の検討・運用 
＜制度の運用＞ ＜制度の検討＞ 

 

 
 


